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令和３年度各会計決算収支の状況

会計名 歳入決算額 歳出決算額 翌年度繰越 実質収支

一般会計 17,823,636 16,928,519 44,660 850,457

国民健康保険特別会計 5,340,365 5,285,727 0 54,638

後期高齢者医療特別会計 647,527 642,736 0 4,791

介護保険特別会計 4,585,050 4,390,736 0 194,314

介護サービス事業特別会計 27,366 25,152 0 2,214

土地区画整理事業特別会計 174,729 129,672 12,800 32,257

一般会計・特別会計	一般会計・特別会計	 （単位：千円）

こ
こ
は
こ
う
し
て
！

～
議
会
か
ら
各
課
へ
の
主
な
指
摘
事
項
～

決
算
特
別
委
員
会
審
査
レ
ポ
ー
ト

●
財
政
課

自
主
財
源
を
確
保
す
る
に
当
た
り
、
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
財
政
の
健
全
化
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

●
企
画
政
策
課

自
主
財
源
確
保
の
た
め
に
も
、
企
業
誘
致

や
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

●
秘
書
広
報
課

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
、
柔
軟
で

迅
速
な
広
報
活
動
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

●
総
務
課
、
選
挙
管
理
委
員
会

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
充
実
を
図
ら

れ
た
い
。

通
常
業
務
、
会
議
及
び
研
修
に
つ
い
て
は
、

リ
モ
ー
ト
の
活
用
な
ど
効
果
的
な
方
法
を
研

究
さ
れ
た
い
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
等
も
含
め
た
、
投

票
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

●
安
全
対
策
課

防
災
意
識
の
啓
発
と
災
害
時
の
情
報
の
集

約
・
発
信
に
努
め
ら
れ
た
い
。

駐
輪
場
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
合

理
的
な
手
法
を
研
究
し
、
見
直
し
等
を
検
討

さ
れ
た
い
。

●
税
務
課

引
き
続
き
、
市
税
の
収
納
率
の
向
上
と
、

滞
納
額
の
削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

納
税
者
が
相
談
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に

努
め
ら
れ
た
い
。

●
市
民
課

医
療
費
抑
制
の
た
め
予
防
活
動
を
推
進
さ

れ
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
率
の
向
上

に
引
き
続
き
努
め
ら
れ
た
い
。

●
健
康
増
進
課

各
種
健
（
検
）
診
事
業
に
つ
い
て
は
、
受

診
率
の
向
上
、
事
後
指
導
、
さ
ら
に
は
効
果

等
の
検
証
に
努
め
ら
れ
た
い
。

●
子
育
て
支
援
課

保
育
所
、
子
育
て
支
援
館
及
び
子
育
て
交

流
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
運
営
を
図
ら
れ
た
い
。

民
間
保
育
士
の
労
働
環
境
に
つ
い
て
、
配

慮
願
い
た
い
。

●
高
齢
者
支
援
課

介
護
予
防
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め

ら
れ
た
い
。

関
係
団
体
等
を
含
め
、
元
気
の
あ
る
高
齢

者
が
支
え
る
側
に
な
る
仕
組
み
を
検
討
さ
れ

た
い
。

●
社
会
福
祉
課

生
活
困
窮
者
及
び
生
活
保
護
受
給
者
の
就

労
支
援
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
ら

れ
た
い
。

●
教
育
委
員
会
管
理
課

教
育
環
境
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
積

極
的
な
活
用
に
努
め
ら
れ
た
い
。

子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
向
上
に
努

め
ら
れ
た
い
。

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

市
の
文
化
財
の
情
報
発
信
及
び
保
護
に
努

め
ら
れ
た
い
。

各
施
設
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め

ら
れ
た
い
。

●
国
保
大
網
病
院

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
と
も
に
、
経

営
の
健
全
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
を
活
用
し
た
よ
り

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
ら
れ
た
い
。

●
ガ
ス
事
業
課

ガ
ス
利
用
の
Ｐ
Ｒ
促
進
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ガ
ス
供
給
戸
数
の
確
保
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

引
き
続
き
、
ガ
ス
事
業
の
安
全
対
策
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

●
商
工
観
光
課

広
域
連
携
を
視
野
に
入
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
研
究
さ
れ
た
い
。

●
農
業
振
興
課
、
農
業
委
員
会

引
き
続
き
農
家
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
新
規
就
農
者
の
増
加
等
を
通
じ
、
強
い
農

業
づ
く
り
を
目
指
し
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
推

進
さ
れ
た
い
。

●
地
域
づ
く
り
課

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
再
利
用
の
促
進
に

つ
い
て
鋭
意
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
効

果
的
な
手
法
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
い
。

●
都
市
整
備
課

大
網
駅
沿
道
を
含
め
た
、
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

小
中
池
公
園
再
整
備
基
本
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
魅
力
あ
る
公
園
と
な
る
よ
う

取
り
組
ま
れ
た
い
。

●
下
水
道
課

下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
に
向
け
努
め

ら
れ
た
い
。

受
益
者
負
担
金
及
び
使
用
料
の
滞
納
額
の

削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

●
建
設
課

豪
雨
時
に
お
け
る
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

市
民
生
活
の
安
心
安
全
確
保
の
た
め
十
分
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

引
き
続
き
、
生
活
道
路
の
利
便
性
の
向
上

と
通
学
路
の
安
全
対
策
に
努
め
ら
れ
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会
で
取
り
ま
と
め
た
各
課
へ
の
主
な
指
摘
事
項
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月
16
日
、
20
日
、
21
日
の
３
日
間
で
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
決
算
な
ど
に
つ
い

て
各
担
当
課
か
ら
の
説
明
を
聴
取
し
な
が
ら
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
慎
重
な
審
査
の
結
果
、
令
和
３
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

会計名 区　分 予算現額 決算額

ガス事業会計

ガス事業収益 784,420 750,831
ガス事業費用 762,573 725,735
資本的収入 50,912 50,909
資本的支出 197,659 147,838

病院事業会計

病院事業収益 2,681,463 2,807,522
病院事業費用 2,675,887 2,669,543
資本的収入 136,052 124,650
資本的支出 217,156 214,952

下水道事業会計

下水道事業収益 1,831,182 1,840,270
下水道事業費用 1,803,145 1,784,354
資本的収入 492,756 493,558
資本的支出 824,861 811,855

※端数の切り上げ、切り下げを行っています。

企業会計	企業会計	 （単位：千円）

　

決
算
審
査
報
告
で
は
、
各
課
へ
の

指
摘
事
項
に
加
え
、
歳
入
面
に
お
い

て
は
、
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す

る
一
般
財
源
の
増
加
に
よ
り
、
実
質

収
支
は
約
８
億
５
千
万
円
の
黒
字
と

な
り
、
な
か
で
も
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
で
最
高
と
な
る
９
億
９
，
０
０

０
万
円
に
達
す
る
な
ど
、
市
の
財
政

状
況
に
も
一
定
程
度
の
改
善
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
４
年
度

に
は
、
過
去
に
発
行
し
た
市
債
の
償

還
額
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
や
、

社
会
保
障
関
係
費
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
く
見
通
し
と
な
っ
て

お
り
、「
財
政
健
全
化
に
向
け
た
緊

急
的
な
取
組
」
を
基
本
と
し
て
、
既

存
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
一
層
の
促
進
な
ど
、
財

源
の
確
保
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

事
業
の
優
先
度
、
緊
急
性
及
び
効
果

を
慎
重
に
判
断
し
た
う
え
、
適
正
に

執
行
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。


